
米国における事業展開
2011年、米国での橋梁点検業務参入を目的に、NEXCO-West USA, Inc.を

設立しました。赤外線や画像診断技術を用いた構造物点検やコンサルティング
事業を進めています。
USA社の赤外線点検技術がカリフォルニア州の道路構造物点検における標準
仕様となるなど、日本の点検技術で米国のインフラ点検に貢献しています。

インドネシア高速道路 PPP 事業へ参入
2011年に開設したインドネシア事務所を足掛かり

に、現地企業2社の株式を一部取得し、日本の高速道
路会社として初めて、インドネシア道路PPP事業に
参入しました。
出資先会社が取り組んでいる新規建設事業・供用中
道路の維持管理事業について、当社から出向してい
る社員が技術的指導・支援を行っています。

当社グループは、高速道路の建設・運営管理の経験により培った技術やノウハウ
を活かして、海外展開を進めています。本社と海外拠点が連携し、点検技術の外販
や高速道路運営プロジェクト（PPP事業）※、コンサルティング事業等を行っています。
※PPP（Public Private Partnershipの略）：官と民がパートナーを組んで事業を行う官民連携の形態

情報漏洩を「しない」「させない」企業風土と安全なIT 
環境を確立し、情報セキュリティに対する社員の意識
向上を高めるため、ハード・ソフト面での対策を講じ、
不正アクセス対策、ウイルス対策ならびにメールの誤
送信対策を徹底しています。
また、従来グループ会社の一部では異なるIT基盤の
構築と運用管理を行っていましたが、今後これを共通
化し、セキュリティ強化と情報連携の円滑化を実現す
ることで、更なるＤＸ推進を目指します。

当社グループは、グループ理念や行動憲章に基づき
適正な納税を行います。また、社会基盤を支える高速
道路会社として良好な財務体質を維持するとともに、
社会貢献の一つとして社会的責任を果たします。
私たちは、３つの観点に基づき、公正性や透明性を
確保し、適切な会計・税務管理を実施していきます。

税務ポリシー 
3つの観点

税務コーポレート
ガバナンス 税務当局との関係
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USA社赤外線技術による点検イメージ
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ジャカルタ外郭環状
高架道路（JORR-E)

24.4㎞

ジャカルタ-チカンペック
高架道路（JAPEK)

38.0㎞

ビンタロー・スルポン・
ダマイ道路（BSD)

7.2㎞

出資先会社が参入している主な有料道路（インドネシア ジャカルタ近郊）

海外への展開
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https://corp.w-nexco.co.jp/corporate/tax_policy/



